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議会活性化の一環と
して、文教福祉委員
会が条例を提案し
た。政策条例では県
内初となる

今回は、１２名の議員
が執行部と活発な議
論をくり広げた

それぞれの議案に対
する議員の賛否表
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過去４年間の政務活
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一般会計
総 額 で147億3,087万円に

佐
賀
大
学
と
ま
ち
づ
く
り
で
連
携

佐
賀
大
学
と
ま
ち
づ
く
り
で
連
携

前年同期比で0.3％の増

嬉
野
市
総
合
体
育
館（
仮
称
）建
設
等
を
継
続
に

平
成
29
年
第
2
回
嬉
野
市

議
会
定
例
会
は
、
6
月
2
日

に
招
集
さ
れ
、
6
月
19
日
ま

で
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
た
。

今
議
会
で
提
案
さ
れ
た
議

案
は
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
4
件
、

嬉
野
市
営
駐
車
場
条
例
の
一

部
改
正
と
、
嬉
野
市
工
場
立

地
法
準
則
条
例
の
制
定
な
ど

6
件
お
よ
び
、
一
部
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
1

件
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
お
よ
び
特
別
会
計

補
正
予
算
3
件
、
議
員
発
議

1
件
、
計
15
件
が
上
程
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
、

賛
成
多
数
で
全
て
の
議
案
を

可
決
し
た
。（
賛
否
表
は
6

ペ
ー
ジ
参
照
）

今
議
会
の
補
正
の
主
な
も

の
は
、
う
れ
し
の
市
民
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）、
嬉
野
市
総

合
体
育
館
（
仮
称
）
整
備
等

を
、
30
年
度
ま
で
の
継
続
事

業
へ
の
変
更
で
8
億
7
1
1

2
万
円
の
減
額
、
ま
ち
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
研
究
で
佐
賀
大

学
と
の
連
携
事
業
に
3
0
0

万
円
、
ま
た
、
観
光
産
業
活

性
化
を
目
的
と
す
る
嬉
野
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
1
6
0
0
万

円
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
整
備
事
業
に
8
4
5
3
万

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
。

補
正
後
の
総
額
は
前
年
同

期
比
0
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
内
容
に
な
っ
た
。（
補
正

予
算
の
主
な
も
の
は
3
ペ
ー

ジ
を
参
照
）

８
億
７
１
１
２
万
円
を
減
額
補
正

補正後の総額

１４７億３０８７万円

４７億２４７６万円

２億２１５０万円

補 正 額

△８億７１１２万円

１０７万円

△１０３５万円

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険

嬉野温泉駅周辺土地
区画整理事業費

特
別
会
計

▲新幹線駅周辺で視察する佐賀大学の学生

補
正
予
算

２



嬉
野
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

１
６
０
０
万
円

問
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答
観
光
客
及
び
観
光
消
費

額
の
増
大
な
ど
「
嬉
野
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
掲
げ
る
重
要
指

標
の
達
成
を
目
的
と
す
る
。

問
事
業
内
容
は
。

答
国
の
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
て
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
」
を
更
に
発
展
充
実

さ
せ
る
た
め
、
各
事
業
実
施

団
体
へ
事
業
費
の
補
助
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
に

８
４
５
３
万
円

問
こ
の
事
業
の
対
象
地
域

は
ど
こ
か
。

答
久
間
地
区
と
轟
・
大
野

原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
施

設
整
備
で
あ
る
。

問
事
業
内
容
は
。

答
久
間
地
区
は
、
旧
授
産

場
跡
地
に
移
転
新
築
を
し
、

轟
・
大
野
原
地
区
は
現
在
地

の
土
地
建
物
を
購
入
し
建
築

す
る
。

佐
賀
大
学
連
携
事
業
に

３
０
０
万
円

問
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答
平
成
34
年
度
九
州
新
幹

線
嬉
野
温
泉
駅
開
業
に
向
け

て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

問
事
業
内
容
と
効
果
は
。

答
市
職
員
と
学
術
専
門
家

お
よ
び
学
生
に
よ
る
市
の
新

た
な
地
域
活
性
化
の
計
画
を

立
案
し
、
そ
れ
に
伴
う
基
本

構
想
を
策
定
す
る
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
研
究

を
行
い
民
間
と
も
協
働
し
、

地
方
創
生
を
実
現
さ
せ
る
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

活
用
に

９８
万
円

問
事
業
目
的
は
。

答
当
市
で
撮
影
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
制
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

を
活
用
し
て
、
国
内
外
に
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
観
光
客
の

増
加
を
図
る
。

問
Ｐ
Ｒ
内
容
と
効
果
は
。

答
同
じ
く
撮
影
が
行
わ
れ

た
鹿
島
市
と
連
携
し
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
。

ド
ラ
マ
主
演
俳
優
の
出
身
国

の
タ
イ
国
で
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
増
加
を
期
待
す
る
。

や
さ
し
い
ト
イ
レ

改
修
事
業
に

１
１
９
９
万
円

問
事
業
箇
所
は
ど
こ
か
。

答
嬉
野
総
合
運
動
公
園
内

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
吉
田
公
民

館
を
行
う
。

問
改
修
内
容
は
。

答
総
合
運
動
公
園
内
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
と
ト
イ
レ
の
洋
式

化
。
吉
田
公
民
館
は
ト
イ
レ

の
洋
式
化
と
手
す
り
の
新
規

設
置
で
、
障
が
い
者
及
び
高

齢
者
な
ど
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

嬉
野
っ
子

み
ら
い
夢
事
業
に

４１
万
円

問
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答
世
界
レ
ベ
ル
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
本
市
出
身
の
井
上

愛
一
郎
氏
の
講
演
会
を
中
学

生
に
行
う
こ
と
で
、
郷
土
を

誇
り
に
思
い
、
将
来
へ
の
夢

を
膨
ら
ま
せ
る
機
会
を
与
え

た
い
。

問
事
業
内
容
は
。

答
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
「
京
」
の
開
発
責
任
者

で
あ
る
井
上
氏
の
講
演
を
、

中
学
校
の
授
業
の
一
環
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
。

その他の主な補正予算
金 額
３６０万円

１，０５０万円

１，４００万円

３９０万円

７６万円

３１万円

５７万円

５０万円

項 目
コミュニティ助成事業
肥前吉田焼・吉田地区
再生事業
地域魅力アップ・ブラ
ンドづくり事業
介護・福祉空間施設整
備事業
児童生徒の活用力向上
研究指定事業
国際交流事業
塩田小・大草野小、樹
木剪定事業
新幹線を活かしたまち
づくり協議会

▲嬉野版DMOを検討している会議風景

補
正
予
算

３



議
員
発
議
で
読
書
条
例
を
制
定

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
政
策
条
例
で
は
県
内
で
初
め
て

な
ぜ
今
、
読
書
条
例
か

時
代
環
境
が
変
わ
り
、
こ

の
ま
ち
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ

る
が
、
読
書
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
人
づ
く
り
に
重
要
な
役

割
を
担
う
と
考
え
る
。

文
教
福
祉
委
員
会
の
取
組

○
平
成
28
年
9
月

条
例
制

定
に
向
け
て
協
議
開
始
。

○
10
月

読
書
条
例
を
制
定

し
て
い
る
岐
阜
県
中
津
川

市
へ
視
察
研
修
。

○
平
成
29
年
1
月

宮
崎
県

高
千
穂
町
を
視
察
研
修
。

○
1
月

先
進
地
の
条
例
を

参
考
に
条
文
の
原
案
を
作

す
い
こ
う

成
し
委
員
会
で
推
敲
を
重

ね
る
。

○
2
月
1
日

そ
の
案
を
素

に
教
育
委
員
会
と
総
務
課

の
執
行
部
と
協
議
。

○
2
月
9
日

修
正
を
加
え

た
案
を
、
市
が
法
整
備
を

委
託
し
て
い
る
民
間
会
社

ぎ
ょ
う
せ
い
㈱
に
精
査
を

依
頼
。

○
2
月
15
日

第
1
回
政
策

討
論
会
（
議
員
間
討
議
）

を
開
催
し
各
議
員
か
ら
質

問
や
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
、再
度
委
員
会
で
検
討
。

○
2
月
24
日

第
2
回
政
策

討
論
会
。

○
2
月
27
日

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
3
月
15
日
ま

で
の
間
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
行
政
回
覧
で
行
う
。

○
3
月
15
日

指
摘
事
項
の

検
討
を
行
い
、
意
見
提
出

者
に
は
直
接
お
会
い
し
て

回
答
。

○
6
月
15
日

委
員
会
で
協

議
を
重
ね
、
議
案
を
議
会

へ
上
程
し
審
議
。

※
委
員
会
は
随
時
開
催
。

質
疑
の
一
部

問
執
行
部
と
の
協
議
は

行
っ
た
の
か
。

答
教
育
委
員
会
や
総
務
課

の
職
員
を
交
え
、
条
文
の
検

討
協
議
を
行
っ
た
。

問
予
算
措
置
が
な
い
が
。

答
参
考
に
し
た
先
進
地
の

読
書
条
例
に
も
予
算
措
置
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
予

算
を
伴
う
条
例
に
は
執
行
部

と
の
協
議
に
膨
大
な
時
間
が

必
要
で
あ
る
。
今
回
は
あ
く

ま
で
も
理
念
を
強
調
し
、
条

例
制
定
後
の
施
策
の
中
で
予

算
措
置
を
行
う
。

問
関
係
団
体
と
の
協
議
は

行
っ
た
の
か
。

答
条
例
制
定
後
、
各
施
策

を
実
施
し
て
い
く
中
で
関
係

団
体
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

緑豊かな自然に恵まれた私たちのまち嬉野市は、
まちなかを流れる塩田川の流れに沿って、お茶の香
りや湯けむり、川みなとのまちとして栄えてきまし
た。また、いにしえより、長崎街道の宿場町として
も知られ、たくさんの人やものが行き交い、先人た
ちによって地域色豊かな文化が育まれてきました。
このわがふるさと嬉野の歴史と伝統を、これから
も継承し、発展させていくためには、市民自らが個
性豊かな市民文化の創造を目指していくことが大切
です。そのためには、一人ひとりの豊かな人間性や
社会性を育む環境づくりが必要であり、その手段と
して読書活動は有用です。
理想的な「学び」というものは知識を得るととも
に心も成長していくことです。また、読書は人間が
作り出した文化の極致の一つであるように、今日ま
で知識の伝承の一方法として受け継がれてきまし
た。
あらためて、読書の大切さを明らかにし、本に親
しむ環境づくりを進め、読書による人づくりやまち
づくりの道しるべとなるように、この条例を制定し
ます。
（目的）
第1条 この条例は、市民の読書活動の推進に関
し、基本理念を定めるとともに、嬉野市（以下「市」
といいます。）の役割並びに家庭、地域及び学校
等（保育所、幼稚園、小学校、中学校をいいます。
以下同じ。）における取組を明らかにすることに
より、市民一人ひとりの心豊かな生活及び活力あ
る社会の実現に資することを目的とします。
（基本理念）
第2条 市は、読書活動が言葉を学び、知識を得て、
感性を磨き、表現力及び創造力を豊かなものに
し、人生をより深く生きる力を身につけていく上

で大切なものであることを考慮し、市民一人ひと
りが、いつでもどこでも楽しく自主的に読書活動
を行うことができる環境づくりに努め、積極的に
読書活動を推進することを目指します。
（市の役割）

第3条 市は、前条に定める基本理念にのっとり、
市民の読書活動の推進に関する施策を策定し、及
び実施する役割を有します。

2 市は、前項の施策を実施するに当たっては、家
庭、地域、学校等及び図書館と連携を図り、一体
となって読書活動の推進に努めます。

（家庭における取組）
第4条 家庭においては、家族みんなで本に親し
み、感想を語り合うなど、読書の楽しさを共有し、
家族の絆が深まるよう積極的に読書活動に取り組
みます。

（地域における取組）
第5条 地域においては、学校等、図書館、公民館
その他読書活動に関する施設及び地域コミュニ
ティなどのボランティア活動を行う団体と連携協
力し、日常的な読書活動の推進に取り組みます。

（学校等における取組）
第6条 学校等は、それぞれの学校等の特性及び子
どもたちの発達段階に応じ、読書の楽しさを伝
え、子どもたちが普段から本に親しみ、読書を楽
しむ習慣の形成に努めます。

（読書活動推進月間）
第7条 読書に関する市民の関心及び理解を深める
とともに、市民が積極的に読書活動に取り組む意
識を高めるため、毎年10月を市民の読書活動推進
月間とします。

附 則
この条例は、平成29年7月1日から施行します。

嬉野市文化の香り高い読書のまち活動推進条例

▶
報
道
さ
れ
た
新
聞
記
事

読
書
条
例

４



したした討論討論
白熱白熱

６
月
１５
日
に
議
案
と
し
て

議
会
に
上
程
さ
れ
て
議
案
質

疑
を
行
い
、
議
会
最
終
日
６

月
１９
日
に
賛
成
反
対
の
討
論

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
採
決

が
あ
り
、
１４
対
２
の
賛
成
多

数
で
可
決
し
、
条
例
制
定
の

運
び
と
な
っ
た
。
執
行
部
で

は
な
い
議
員
提
案
に
よ
る
条

例
制
定
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
た
な
議
会
の
役
割
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
議
会
改
革
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
る
。

反対
山
口
政
人議員

読
書
は
、
教
育
委
員
会
が

小
学
校
か
ら
家
庭
と
と
も
に

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
、
議
会
が
条
例
制
定
す
る

理
由
が
あ
る
の
か
。
支
援
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
宣
言
・
決

議
で
も
よ
い
。条
例（
法
律
）

は
そ
れ
を
執
行
す
る
必
要
が

あ
る
。
飾
り
の
条
例
は
い
ら

な
い
。
し
か
も
、
執
行
機
関

と
の
合
意
も
曖
昧
な
ま
ま
制

定
は
で
き
な
い
。
市
民
に
取

り
組
ん
で
く
れ
と
言
え
る
の

か
。
市
民
生
活
の
多
様
化
、

生
活
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に

な
る
。
議
会
が
こ
う
い
っ
た

条
例
を
制
定
す
る
と
い
う
の

は
、
自
分
達
の
価
値
観
を
上

か
ら
目
線
で
市
民
に
押
し
付

け
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い

か
。
議
会
が
条
例
を
制
定
し

た
と
い
う
自
己
満
足
に
す
ぎ

な
い
。
条
例
を
制
定
す
る
な

ら
、
市
民
の
生
活
支
援
の
条

例
が
必
要
で
は
な
い
か
。

賛成
芦
塚
典
子議員

こ
の
条
例
は
、
文
教
福
祉

委
員
会
で
先
進
地
の
条
例
等

を
参
考
に
議
員
提
案
に
よ
る

条
例
提
出
を
検
討
さ
れ
、
市

民
に
も
意
見
を
求
め
、
議
員

全
員
の
政
策
討
論
会
の
場
で

審
議
し
、
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
。

今
日
に
お
い
て
議
会
の
責

任
・
役
割
は
地
方
分
権
の
進

展
に
よ
り
市
の
責
任
領
域
が

拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ

を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
に

議
会
に
よ
る
政
策
立
案
の
充

実
が
重
要
で
あ
り
、
今
回
の

発
議
は
意
義
あ
る
も
の
と
思

え
る
。
近
年
の
社
会
経
済
情

勢
の
大
き
な
変
化
の
中
、
市

民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
お
り
、
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
の
あ

る
べ
き
姿
が
市
政
に
反
映
さ

れ
、豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現

す
る
う
え
で
、
こ
の
読
書
条

例
に
対
す
る
期
待
と
こ
の
条

例
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

反対
増
田
朝
子議員

読
書
の
大
切
さ
や
本
に
親

し
む
環
境
づ
く
り
の
重
要
さ

も
十
分
に
理
解
す
る
が
、
条

例
と
は
自
治
立
法
で
あ
り
、

強
制
力
の
あ
る
も
の
。
読
書

は
個
人
の
趣
向
の
問
題
で
あ

り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
読

書
活
動
の
推
進
を
課
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

委
員
会
で
は
、
2
自
治
体

に
視
察
を
行
わ
れ
て
い
る

が
、
視
察
と
並
行
し
て
市
内

で
読
書
活
動
を
し
て
い
る
団

体
や
図
書
館
の
職
員
と
の
意

見
交
換
会（
実
態
調
査
・
活
動

に
参
加
す
る
な
ど
）が
必
要
。

議
員
提
案
の
条
例
は
、
本

来
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

が
市
民
と
の
対
話
の
中
か
ら

条
例
制
定
の
必
要
が
あ
る
も

の
を
提
案
す
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
こ
の
条
例
は
市

民
と
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ

（
市
民
不
在
）
で
条
例
制
定

が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
反
対
す
る
。

賛成
森
田
明
彦議員

先
ず
、
議
員
提
案
の
法
的

根
拠
と
し
て
、
地
方
自
治
法

第
1
1
2
条
第
1
項
に
お
い

て
条
例
の
議
員
提
案
が
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

課
題
の
解
決
に
追
わ
れ
る
行

政
に
変
わ
っ
て
、
ま
ち
や
市

民
の
あ
る
べ
き
姿
や
数
年
先

を
見
通
し
た
理
念
、
宣
言
型

の
条
例
を
提
案
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
。
加
え

て
、
経
過
報
告
に
あ
る
よ
う

に
、
昨
年
9
月
よ
り
、
委
員

会
で
の
検
討
、
教
育
部
局
や

総
務
課
か
ら
の
意
見
聴
取
。

条
例
作
成
の
専
門
民
間
業
者

ぎ
ょ
う
せ
い
㈱
へ
条
例
案
の

精
査
、
全
議
員
に
よ
る
政
策

討
論
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
後
の
検
討
会
な
ど
、
延

べ
25
回
に
及
ぶ
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
こ
の
条
例
の
議
員
提

案
に
つ
い
て
は
画
期
的
で
あ

り
、
妥
当
と
考
え
、
賛
同
を

訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

▲読書の拠点となる市立図書館

討
論
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６
月
定
例
議
会
に
は
、
陳
情
１
件
、
条
例
制
定
３
件
と
条
例

の
一
部
改
正
３
件
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
嬉
野
市
議
会
初

め
て
の
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
制
定
が
１
件
提
出
さ
れ
、
慎
重

な
審
議
の
結
果
、
可
決
成
立
し
た
。

市
営
駐
車
場

条
例
の
一
部
改
正

問
条
例
の
改
正
の
内
容
は
。

答
こ
れ
ま
で
有
料
だ
っ
た

駐
車
料
金
が
、
30
分
間
は
無

料
に
な
る
。

問
駐
車
場
の
場
所
は
。

答
嬉
野
市
嬉
野
イ
ン
タ
ー

駐
車
場
（
バ
ス
停
横
）。

問
何
故
、
無
料
化
に
。

答
高
速
バ
ス
等
の
送
迎
に

利
用
し
て
も
ら
い
、
路
肩
駐

車
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
。

国
保
会
計
条
例
一
部

改
正
の
専
決
処
分

問
改
正
の
理
由
は
。

答
国
民
健
康
保
険
法
令
の

一
部
改
正
が
4
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改

正
を
行
う
。

問
改
正
の
内
容
は
。

答
国
民
健
康
保
険
税
の
5

割
軽
減
者
及
び
2
割
軽
減
者

の
軽
減
判
定
基
準
を
見
直
し

て
軽
減
者
の
拡
大
を
行
う
。

市営駐車場を一部無料に
条例制定や改正、専決処分を承認

条
例
制
定
・
条
例
の
一
部
改
正

と
可
決
し
た
専
決
処
分（
抜
粋
）

専
決
処
分

○
嬉
野
市
税
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
平
成
29
年
度
嬉
野
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
1
号
）

条
例
制
定

○
嬉
野
市
工
場
立
地
法
準

則
条
例

○
嬉
野
市
特
別
用
途
地
区

内
の
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例

条
例
改
正

○
嬉
野
市
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例

○
嬉
野
市
営
駐
車
場
条
例

専
決
処
分
と
は

予
算
や
条
例
な
ど
を
首

長
が
議
会
の
議
決
を
経
ず

に
自
ら
の
権
限
で
決
め
る

こ
と
。
緊
急
時
で
議
会
を

招
集
す
る
時
間
が
な
い
場

合
の
ほ
か
、
議
会
が
議
決

す
べ
き
議
案
を
議
決
し
な

い
と
い
っ
た
と
き
で
も
認

め
て
い
る
。

処
分
後
に
は
、
議
会
で

報
告
し
て
承
認
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
承
認
を

得
ら
れ
な
く
て
も
決
定
は

有
効
と
さ
れ
る
。

議案の賛否 どう判断
賛 否 表 ○は賛成 ●は反対 欠は欠席

17

山
口

要

○

○

○

○

○

16

西
村
信
夫

○

○

○

○

○

15

織
田
菊
男

○

○

○

○

○

14

田
中
政
司

○

○

○

○

○

13

梶
原
睦
也

○

○

○

○

○

12

大
島
恒
典

欠

欠

欠

欠

欠

11

芦
塚
典
子

○

○

○

○

○

10

山
口
政
人

○

○

○

○

●

9

山
下
芳
郎

○

○

○

○

○

8

田
中
平
一
郎

○

○

○

○

○

7

山
口
忠
孝

○

○

○

○

○

6

辻

浩
一

○

○

○

○

○

5

森
田
明
彦

○

○

○

○

○

4

増
田
朝
子

○

○

○

○

●

3

川
内
聖
二

○

○

○

○

○

2

宮
﨑
良
平

○

○

○

○

○

1

生
田
健
児

○

○

○

○

○

表
決
数

16：0

16：0

16：0

16：0

14：2

結

果

可決

可決

可決

可決

可決

議 案 名

嬉野市工場立地法準則条例について

嬉野市特別用途地区内の建築物の制
限に関する条例について
嬉野市営駐車場条例の一部を改正す
る条例について
平成29年度嬉野市一般会計補正予算
（第1号）
嬉野市文化の香り高い読書のまち活
動推進条例について

議案番号

議案第38号

議案第39号

議案第42号

議案第44号

発議第2号

▲利用が多い嬉野インター駐車場

条
例
制
定

６



3月議会

次ページは
一般質問

市
政
を
問
う6月議会

12議員が質問 議
員
と
か
た
ろ
う
会

を
開
催
し
ま
し
た

嬉
野
市
議
会
で
は
、
平
成

29
年
度
、
第
1
回
「
議
員
と

か
た
ろ
う
会
」
を
7
月
に
開

催
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
改

め
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

おお茶茶のの間間でで議議会会をを

・インターネット中継・録画放送
・有線テレビ放送

山口 政人 議員
（P８）

森田 明彦 議員
（P８）

芦塚 典子 議員
（P９）

山下 芳郎 議員
（P１０）

織田 菊男 議員
（P１０）

西村 信夫 議員
（P１１）

辻 浩一 議員
（P１２）

川内 聖ニ 議員
（P１２）

梶原 睦也 議員
（P１３）

増田 朝子 議員
（P１４）

生田 健児 議員
（P１４）

山口 要 議員
（P１５）

7
月
24
日
内
野
山
公
民
館（
内
野
内
野
山
区
）

鳥
越
公
民
館（
五
町
田
地
区
）

7
月
25
日
皿
屋
谷
公
民
館（
上
不
動
区
）

布
手
公
民
館（
塩
田
地
区
）

7
月
27
日
亀
頭
六
公
民
館（
下
岩
屋
1
区
）

牛
間
田
公
民
館（
久
間
地
区
）

7
月
28
日
納
戸
料
公
民
館（
納
戸
料
区
）

長
谷
公
民
館（
大
草
野
地
区
）

議会だより第45号の掲載内容の
誤りのお詫びと訂正について

平成29年4月27日発行の「議会だよりうれ
しの第45号」において、掲載内容に誤りが
ありましたのでお詫びし、訂正いたします。
●6ページ 予算集中審議2段目
〔誤〕「嬉野医療センター跡地利活用基礎

調査業務で4320万円」
〔正〕「嬉野医療センター跡地利活用基礎

調査業務で432万円」

い
っ
ぱ
ん
質
問

▲議員とかたろう会の風景
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市
の
労
務
管
理
、人
事
管
理

は
ど
う
し
て
い
る

山
口
政
人
議
員

健
康
相
談
を
充
実
し
た
い

答

内の小・中学校の消防
設備に不備はないか

定期的に点検、対応している

森田明彦議員
市
答

山
口

1
年
間
に
3
人
の

市
職
員
が
死
亡
し
て
い
る
。

異
常
事
態
だ
と
思
う
が
。

市
長

心
を
痛
め
て
い
る

が
、
適
切
に
対
応
し
て
き
た

し
、
職
員
管
理
の
課
題
は
解

決
で
き
て
い
た
。

山
口

職
員
の
死
亡
は
個

人
の
問
題
と
思
う
か
。

副
市
長

原
因
に
つ
い
て

は
わ
か
ら
な
い
が
、
組
織
と

し
て
の
対
応
が
十
分
だ
っ
た

か
は
反
省
す
る
必
要
が
あ

る
。山

口

「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
よ
る
人
員
削
減
が
業

務
量
の
増
加
で
負
担
を
強
い

ら
れ
、
職
員
死
亡
の
因
果
関

係
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個

人
の
問
題
で
な
く
、
組
織
の

問
題
で
は
な
い
か
。

副
市
長

職
員
体
制
と
し

て
は
、
厳
し
か
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
。

山
口

組
織
と
い
う
の

は
、
職
員
の
集
ま
り
で
、
そ

の
職
員
の
命
を
守
れ
な
い

リ
ー
ダ
ー
が
組
織
を
守
れ
る

か
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を

守
れ
る
か
、
住
民
福
祉
の
増

進
が
で
き
る
の
か
。

市
長

課
題
は
あ
る
が
、

職
員
と
と
も
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

山
口

人
材
育
成
基
本
方

針
の
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多

く
の
職
員
が
人
員
不
足
で
不

満
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る

が
。市

長

多
く
の
業
務
が
発

生
し
て
い
る
が
、
人
材
を
確

保
し
て
対
応
し
て
い
る
。

山
口

人
事
管
理
制
度
で

は
、
適
材
適
所
の
異
動
が
さ

れ
て
い
な
い
。
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
の
人
事
異
動
だ
と

い
う
意
見
が
多
い
が
。

市
長

職
員
の
要
望
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
対
応
し
て

い
る
。

山
口

異
動
の
自
己
申
告

制
度
は
、
機
能
し
て
い
る

か
。市

長

機
能
さ
せ
て
い

る
。山

口

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
で
、
職
員
の
精
神
不
調
者

は
何
人
い
る
か
。

総
務
課
長

24
人
い
る
。

山
口

死
亡
さ
れ
た
職
員

は
公
務
災
害
の
適
用
は
な
い

か
。総

務
課
長

勤
務
外
な
の

で
適
用
で
き
な
い
。

山
口

外
部
の
第
三
者
調

査
委
員
会
を
設
置
し
て
、
人

事
労
務
管
理
を
調
査
し
て
は

ど
う
か
。

市
長

検
討
し
た
い
。

森
田

県
内
の
状
況
が
新

聞
で
報
道
さ
れ
た
の
で
、
私

も
市
内
の
小
・
中
5
校
を
調

査
し
た
。
設
置
に
は
問
題
が

な
い
事
を
確
認
し
た
が
、
設

置
す
べ
き
と
こ
ろ
に
消
火
器

が
な
か
っ
た
例
が
あ
っ
た
。

こ
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
。

教
育
部
長

消
防
点
検
報

告
に
基
づ
き
、
不
備
の
あ
っ

た
箇
所
に
つ
い
て
は
直
ち
に

対
応
し
て
い
る
。

森
田

防
火
扉
は
火
災
の

際
に
自
動
的
に
閉
ま
る
が
、

こ
の
解
除
の
仕
方
を
現
場
の

先
生
は
知
っ
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長

年
1
回

の
火
災
訓
練
の
際
、
解
除
の

仕
方
等
も
体
験
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

森
田

火
災
報
知
機
の
緊

急
警
報
発
動
時
、
児
童
生
徒

へ
の
避
難
行
動
の
指
示
方
法

は
ど
う
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

放
送
を

聞
い
て
、
火
元
と
ど
ち
ら
の

方
向
に
避
難
す
る
か
を
確
認

し
て
、
慌
て
ず
行
動
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

市
社
協
と
の
協
定
は

森
田

災
害
時
や
、
防
災

訓
練
で
市
社
協
と
協
力
す
る

協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
は
。

市
長

現
在
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
協
力
関
係
は
構
築

さ
れ
て
い
る
が
、
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
状
況
は

▲嬉野市行政の拠点 塩田庁舎（上）・嬉野庁舎（下）
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野和紙の
後継者育成に支援を

和紙の利用に協力していく

芦塚典子議員
鍋
答

芦
塚

鍋
野
手
漉
和
紙
の

後
継
者
育
成
に
効
果
的
な
支

援
が
で
き
な
い
か
。

市
長

伝
承
技
能
の
後
継

者
に
つ
い
て
は
商
工
会
と
連

携
し
支
援
し
て
い
く
。

芦
塚

空
き
家
等
を
活
用

し
、
5
カ
年
計
画
、
あ
る
い

は
長
期
間
の
支
援
で
後
継
者

育
成
が
で
き
な
い
か
。

市
長

若
い
後
継
者
が
技

術
を
伝
承
し
て
い
く
う
え

で
、
鍋
野
和
紙
の
利
用
に
つ

い
て
は
協
力
を
し
て
い
く
。

河
川
等
の
防
災
は
充
分
か

芦
塚

塩
田
川
流
域
は
災

害
が
多
く
発
生
し
た
地
域
で

あ
る
が
、
防
災
対
策
は
十
分

か
。市

長

毎
年
危
険
箇
所
に

つ
い
て
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。
防
災
無
線
を

活
用
し
早
め
の
避
難
を
進

め
、
今
後
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
配
布
し
周
知
を
図
る
。

芦
塚

県
と
河
川
の
合
同

巡
視
は
行
っ
て
い
る
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

毎
年

行
っ
て
い
る
。

芦
塚

合
同
巡
視
に
お
け

る
河
川
カ
ル
テ
は
作
成
し
て

い
る
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

市
で

は
作
成
し
て
い
な
い
。

芦
塚

市
内
各
排
水
機
場

の
設
備
・
稼
働
に
問
題
は
な

い
か
。
ま
た
今
後
の
長
寿
命

化
の
計
画
は
。

市
長

大
牟
田
排
水
機

場
、
三
ケ
崎
排
水
機
場
は
県

で
機
能
保
全
事
業
が
現
在
行

わ
れ
て
い
る
。
馬
場
下
及
び

下
童
排
水
機
場
は
市
の
地
域

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
に
よ
り
設
備
の
補
修
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し

長
寿
命
化
に
つ
な
げ
る
。

芦
塚

集
塵
機
用
コ
ン
ベ

ア
が
腐
食
し
て
い
る
が
。

農
林
課
長

現
地
を
見

て
、
必
要
で
あ
れ
ば
早
急
に

手
だ
て
を
す
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
を

学
習
の
場
に

芦
塚

嬉
野
市
歴
史
民
俗

資
料
館
の
収
蔵
庫
に
眠
っ
て

い
る
奈
良
時
代
の
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
た
木
簡
や
茶
わ
ん

な
ど
展
示
し
て
子
ど
も
の
学

習
に
利
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長

学
校
に
も
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
今
後
対
応
し
た

い
。

ド
ラ
マ
制
作
産
業
の

誘
致
政
策
を

芦
塚

市
内
で
撮
影
さ
れ

海
外
で
放
映
さ
れ
る
ド
ラ
マ

制
作
に
補
助
金
制
度
を
作
り

企
業
誘
致
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

市
長

検
討
し
て
い
く
。

森
田

コ
ー
ス
開
設
後
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

自
然
を
生
か
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
国
内

外
の
ツ
ア
ー
や
グ
ル
ー
プ
に

ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
26
年
度

開
設
以
降
、
毎
年
2
5
0
0

名
程
の
利
用
が
あ
る
。
ガ
イ

ド
の
皆
様
の
ご
支
援
に
も
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

森
田

コ
ー
ス
途
中
の
山

中
に
不
法
投
棄
が
あ
り
見
苦

し
い
が
、
対
応
は
。

市
長

不
法
投
棄
で
あ
る

な
ら
県
と
連
絡
を
取
り
、
撤

去
に
つ
い
て
対
応
す
る
。

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は

森
田

公
有
財
産
の
固
定

資
産
台
帳
の
整
備
は
。

市
長

平
成
20
年
度
よ
り

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
を
し

て
い
る
。

森
田

現
在
計
画
中
以
外

の
施
設
で
集
約
化
、
長
寿
命

化
の
計
画
は
あ
る
か
。

市
長

現
時
点
で
は
、
施

設
の
統
廃
合
等
に
つ
い
て
の

計
画
は
な
い
。

こうぞ

▲楮をさらす昭和時代の風景（鍋野手漉和紙工房蔵）
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泊・農泊の受け入れの
考えはないか

旅館と違い
安全が保障されない

山下芳郎議員
民
答

空
き
家
対
策
は

ど
う
し
て
い
る
の
か

織
田
菊
男
議
員

空
家
特
別
措
置
法
で
行
う

答

山
下

民
泊
・
農
泊
を
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長

事
故
が
あ
っ
た
場

合
、
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
を

損
な
う
の
で
現
状
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

山
下

民
泊
も
旅
館
業
の

認
可
を
得
て
営
業
す
る
の
で
、

安
全
・
衛
生
面
で
は
同
じ
。

市
長

嬉
野
市
の
旅
館
の

長
い
歴
史
を
尊
重
し
た
い
。

山
下

利
用
目
的
が
違

う
。
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に

は
、
選
択
肢
を
広
げ
る
事
で

新
た
な
可
能
性
が
で
き
、
そ

れ
が
、今
の
時
代
の
流
れ
だ
。

副
市
長
は
先
の
吉
田
地
区

で
の
講
演
を
聞
い
た
感
想
は
。

副
市
長

体
験
の
地
域
お

こ
し
は
、
農
村
の
活
性
化
に

な
り
、
今
後
研
究
し
た
い
。

山
下

彼
杵
の
茶
農
家
の

農
泊
、平
戸
・
松
浦
の
漁
業
体

験
民
泊
、
湯
布
院
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
民
泊
等
体
験

を
交
え
た
民
泊
・
農
泊
が
人

気
。
体
験
し
て
旅
館
利
用
の

選
択
も
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長

観
光
地
の
市
長
と

し
て
安
全
安
心
を
提
供
す
る

の
が
プ
ロ
で
あ
り
、
そ
れ
が

嬉
野
市
の
観
光
で
あ
る
。

山
下

安
全
を
守
る
の
は

民
泊
も
同
じ
だ
。
民
泊
も
県

が
認
可
す
る
が
、
だ
め
だ
と

言
え
る
か
。

市
長

許
可
権
者
が
判
断

す
る
事
で
あ
る
が
、
民
泊
に

し
て
よ
か
っ
た
と
言
え
る
対

応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

嬉
野
茶
推
進
協
議
会
設
立
を

織
田

市
内
の
空
き
家
の

数
は
世
帯
数
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
。

市
長

平
成
28
年
度
の
実

態
調
査
で
は
4
8
2
軒
の
空

き
家
が
あ
り
、
世
帯
数
の
5

パ
ー
セ
ン
ト
相
当
の
空
き
家

が
あ
る
。

織
田

そ
の
対
策
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

市
長

平
成
26
年
度
に
空

家
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
、
嬉
野
市
も
法
律
に
基
づ

き
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
平
成

29
年
度
に
空
家
対
策
協
議
会

を
設
立
し
、
対
策
を
協
議
す

る
。総

務
課
長

危
険
な
空
き

家
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合

は
、
現
地
に
行
き
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

織
田

空
き
家
が
近
所
に

迷
惑
を
掛
け
て
い
な
い
か
。

総
務
課
長

管
理
が
な
さ

れ
て
い
な
い
空
き
家
の
周
辺

か
ら
、
雑
草
の
問
題
や
気
持

ち
が
悪
い
等
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

織
田

空
き
家
に
も
程
度

が
あ
る
が
、
そ
の
考
え
方

は
。総

務
課
長

程
度
に
応
じ

て
ラ
ン
ク
分
け
を
し
て
い

る
。
そ
の
ま
ま
で
も
大
丈
夫

な
状
態
、
少
し
修
繕
す
れ
ば

す
む
状
態
、
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
り
危
険
な
状
態
の
3
ラ
ン

ク
で
あ
る
。
市
内
に
は
13
軒

の
危
険
な
空
き
家
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
4
軒
を
特
定
空

き
家
に
指
定
し
て
い
る
。

織
田

特
定
空
き
家
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

総
務
課
長

非
常
に
危
険

度
の
高
い
空
き
家
で
、
倒
壊

の
危
険
が
あ
り
、
屋
根
や
外

壁
な
ど
が
崩
れ
、
危
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
を
特
定

空
き
家
と
判
定
し
て
い
る
。

織
田

地
元
の
問
題
は
地

元
の
人
が
一
番
良
く
わ
か

る
。
地
元
の
協
力
を
得
て
、

仲
介
者
を
立
て
賃
貸
の
世
話

を
す
る
方
法
が
で
き
な
い

か
。総

務
課
長

空
き
家
に
も

そ
れ
ぞ
れ
所
有
者
が
い
る
。

所
有
者
の
意
向
が
大
切
で
あ

る
が
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て

は
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

織
田

空
き
家
バ
ン
ク
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。企

画
政
策
課
長

平
成
24

年
6
月
に
嬉
野
市
空
き
家
バ

ン
ク
（
空
家
情
報
登
録
制

度
）
を
設
置
し
た
。
平
成
29

年
5
月
末
で
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
が
3
軒
あ
り
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
て
成
約
物

件
が
5
軒
あ
る
。

▲空き家を再活用した住宅
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職員の死亡は
労災ではないか

労災認定には当たらない

西村信夫議員
市
答

山
下

茶
生
産
者
、茶
商
、

行
政
と
農
協
が
一
体
と
な
っ

た
嬉
野
茶
推
進
協
議
会
の
提

案
を
し
て
き
た
が
、
今
後
の

展
開
を
ど
う
す
る
か
。

市
長

そ
れ
ぞ
れ
が
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
。

山
下

輸
出
窓
口
の
ジ
ェ

ト
ロ
の
意
見
と
し
て
、
一
体

と
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ど
う
思
う
か
。

市
長

今
あ
る
組
織
が
活

性
化
す
れ
ば
成
果
が
上
が
る

と
思
う
。

山
下

予
算
も
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
に
補
助
が
あ
る
が
、

推
進
協
議
会
で
あ
れ
ば
有
効

に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。市

長

い
ろ
ん
な
議
論
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

山
下

う
れ
し
の
茶
交
流

館
の
運
営
方
法
を
聞
く
。

市
長

3
年
程
直
営
で
、

後
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
方

に
運
営
を
と
考
え
て
い
る
。

維
持
管
理
に
合
う
収
益
の
確

保
を
入
館
料
含
め
検
討
中
。

そ
の
他

・
佐
賀
の
民
話
を
教
育
に

西
村

過
労
死
等
防
止
対

策
推
進
法
の
定
義
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

総
務
課
長

過
労
死
と
は

①
業
務
に
お
け
る
過
剰
な
負

荷
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
、
心

臓
疾
患
を
原
因
と
す
る
死

亡
。
②
業
務
に
お
け
る
強
い

心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障

害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に
よ

る
死
亡
。
こ
れ
が
法
律
上
の

過
労
死
等
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。西

村

配
置
転
換
は
業
務

に
よ
る
心
理
的
負
荷
に
当
た

る
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
で

精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
4

月
亡
く
な
ら
れ
た
市
職
員
は

配
置
転
換
に
よ
る
心
理
的
負

荷
に
当
た
り
、
労
災
認
定
基

準
の
対
象
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長

労
災
認
定
に
は
当

た
ら
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
意
見
が
あ
っ

た
ら
伺
う
。

西
村

国
、
自
治
体
の
責

務
と
し
て
毎
年
11
月
を
過
労

死
等
防
止
啓
発
月
間
と
規
定

し
て
る
が
、
本
市
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

平
成
28
年
度
、
取

り
組
み
は
し
て
い
な
い
。
平

成
29
年
度
は
商
工
会
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
周
知
や
啓

発
活
動
を
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
取
り
組
み
は

西
村

2
0
2
5
年
目
途

に
地
域
包
括
的
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
本
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

福
祉
課
長

地
域
包
括
シ

ス
テ
ム
は
医
療
、
介
護
、
介

護
予
防
、
生
活
支
援
な
ど
を

一
体
的
に
地
域
の
皆
様
と
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ

り
、
今
か
ら
準
備
に
入
る
。

西
村

2
0
2
5
年
佐
賀

県
内
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
6

0
0
人
不
足
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
所
の

運
営
も
都
会
と
地
方
の
地
域

格
差
が
生
じ
て
厳
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
市
長
の
見
解

を
聞
く
。

市
長

以
前
か
ら
人
材
不

足
と
運
営
面
は
心
配
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
・
県

に
強
く
訴
え
て
行
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
ど
う
な
る

西
村

総
務
省
は
返
礼
品

に
つ
い
て
3
割
以
下
に
す
る

よ
う
通
知
し
た
。
本
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

市
長

返
礼
品
提
供
事
業

者
の
供
給
計
画
も
あ
る
の
で

実
施
時
期
は
提
供
事
業
者
と

協
議
し
な
が
ら
決
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

▲過労を表現したイラスト

▲農泊で地域活性化を図る北きりしま地区
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次
期
学
習
指
導
要
領
の

変
更
点
は

辻

浩
一
議
員

小
学
5
・
6
年
生
の
英
語
が

教
科
と
な
る

答

朽ため池の防災対策は

国へ負担を要望している

川内聖二議員
老
答

辻

次
期
学
習
指
導
要
領

の
小
学
校
、
中
学
校
の
大
き

な
変
更
点
は
何
か
。

教
育
長

小
学
校
で
は

5
・
6
年
生
の
外
国
語
（
英

語
）
が
教
科
と
な
り
、
3
・

4
年
生
か
ら
外
国
語
活
動
が

始
ま
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
が
算
数
・
理
科

等
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
さ

ら
に
、
3
年
生
以
上
の
授
業

実
数
が
現
行
よ
り
1
時
間
増

え
る
。
中
学
校
で
は
外
国
語

の
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と

や
、
指
導
す
る
単
語
が
4
0

0
か
ら
6
0
0
に
増
え
る
。

ま
た
、
部
活
動
の
指
導
体
制

が
地
域
単
位
で
運
営
で
き
る

よ
う
に
見
直
さ
れ
て
い
る
。

辻

観
光
業
に
携
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
海
外
の
お

客
様
は
母
国
語
以
外
で
は
英

語
が
共
通
の
ツ
ー
ル
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

母
国

語
プ
ラ
ス
英
語
で
話
さ
れ
る

方
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
も
英
語
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
。

辻

中
学
校
教
職
員
が
部

活
動
と
の
関
係
で
勤
務
時
間

が
厳
し
い
と
聞
く
が
実
態
は

ど
う
か
。

教
育
長

事
務
、
管
理
職

を
除
く
時
間
外
勤
務
は
平
均

70
・
3
時
間
、
小
学
校
の
平

均
が
29
・
6
時
間
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
部
活
動
の
指

導
時
間
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

辻

部
活
動
を
経
験
し
た

私
に
は
有
意
義
だ
っ
た
が
、

部
活
動
の
意
義
を
ど
う
感
じ

て
い
る
の
か
。

教
育
長

体
育
の
成
績
は

良
く
な
い
が
、
あ
る
競
技
に

お
い
て
県
で
優
勝
す
る
子
ど

も
も
い
る
。
そ
う
い
っ
た
部

分
で
子
供
た
ち
が
中
学
校
時

代
の
自
信
や
体
験
に
繋
が
り

非
常
に
意
義
が
あ
る
。
机
上

で
体
験
で
き
な
い
場
が
部
活

に
は
あ
り
、
教
科
に
近
い
活

動
と
と
ら
え
て
い
る
。

市
長

学
校
体
育
も
大
事

だ
が
、
部
活
で
得
る
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
い
う

も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
是
非

体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。辻

校
外
指
導
員
な
ど
課

題
は
あ
る
が
、
部
活
動
の
重

要
性
を
し
っ
か
り
訴
え
て
頂

き
た
い
。

教
育
長

中
体
連
で
の
子

ど
も
た
ち
の
状
況
を
見
る
と

節
目
ふ
し
め
で
燃
え
て
頑

張
っ
て
い
る
。
部
活
の
意
義

は
非
常
に
重
大
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

川
内

現
在
1
2
6
箇
所

の
た
め
池
が
あ
る
が
、
た
め

池
の
防
災
対
策
は
考
え
ら
れ

て
い
る
か
。

市
長

市
が
窓
口
と
な

り
、
国
や
県
の
事
業
や
補
助

金
を
利
用
し
、
堤
体
等
の
補

修
を
行
っ
て
い
る
。

川
内

こ
れ
ま
で
、
た
め

池
の
調
査
等
は
行
わ
れ
た

か
。農

林
課
長

平
成
25
年
と

26
年
に
県
の
方
で
全
て
の
た

め
池
を
調
査
し
て
も
ら
っ

た
。川

内

た
め
池
管
理
者

に
、
た
め
池
の
点
検
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
、
防
災
対

策
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

農
林
課
長

基
本
的
に
目

視
で
の
点
検
な
の
で
、
今
後

検
討
を
行
い
た
い
。

川
内

今
後
、
全
国
的
に

も
老
朽
た
め
池
は
問
題
視
さ

れ
て
い
く
と
思
う
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
防
災
対
策
を
し
て

い
く
べ
き
だ
。

市
長

市
長
会
の
方
で
も

国
へ
負
担
を
し
て
も
ら
う
よ

う
に
要
望
を
し
て
い
る
。

畦
畔
の
雑
草
対
策
は

川
内

畦
畔
部
の
除
草
作

業
の
事
故
防
止
や
作
業
軽
減

策
に
新
し
い
工
法
は
な
い

か
。農

林
課
長

畦
畔
は
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
個
人
で
判

断
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

川
内

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
吹

き
付
け
工
法
を
知
っ
た
が
紹

介
等
は
で
き
な
い
か
。

▲小学校での英語授業風景（嬉野小）

１２

い
っ
ぱ
ん
質
問



活困窮者自立相談支援
事業の充実を

3年間の実績を踏まえ
判断する

梶原睦也議員
生
答

梶
原

本
市
に
お
け
る
生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事

業
の
概
略
は
。

福
祉
課
長

自
立
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
）
の
相
談
員
が

生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
自
立
支
援
計
画
を
作
成

し
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

梶
原

自
立
相
談
支
援
事

業
の
成
果
は
。

市
長

生
活
福
祉
基
金
を

利
用
し
転
職
で
き
た
も
の

や
、
高
校
卒
業
後
の
引
き
こ

も
り
を
解
消
し
、
自
動
車
運

転
免
許
の
取
得
に
よ
り
就
職

に
結
び
つ
い
た
事
例
等
が
あ

る
。梶

原

必
須
事
業
の
自
立

相
談
支
援
事
業
、
住
宅
確
保

給
付
金
の
2
事
業
は
行
わ
れ

て
い
る
が
、
任
意
事
業
の
就

労
準
備
支
援
事
業
や
一
時
生

活
支
援
事
業
、
家
計
相
談
支

援
事
業
、
学
習
支
援
事
業
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
な

る
事
業
の
充
実
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長

任
意
事
業
に

つ
い
て
は
3
年
間
の
実
績
を

踏
ま
え
検
証
し
判
断
す
る
。

梶
原

生
活
困
窮
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
は
じ
め
福

祉
全
般
の
総
合
窓
口
が
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
ら

え
て
い
い
か
。

福
祉
課
長

生
活
困
窮

者
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
等

い
ろ
い
ろ
な
方
へ
の
相
談
体

制
が
整
っ
て
い
る
と
考
え

る
。梶

原

自
立
支
援
に
つ
い

て
は
生
活
保
護
に
陥
る
前
の

第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
だ
。
ど
う
し
て
も
生
活
保

護
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
に
関
し
て
は
生
活
保
護

制
度
が
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ

の
中
に
は
ど
う
し
て
も
自
立

で
き
な
い
方
も
い
る
。

福
祉
課
長

自
立
支
援
は

生
活
困
窮
者
が
生
活
保
護
に

陥
る
こ
と
な
く
自
立
を
促
す

事
業
だ
が
、
一
方
で
病
気
や

高
齢
等
で
自
立
を
望
め
な
い

方
も
い
る
。
他
の
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

く
。

子
供
の
貧
困
対
策
は

梶
原

本
市
に
お
け
る
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
対
す
る

考
え
は
。

市
長

す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
に
教
育
の
機
会
均
等
を

図
っ
て
い
く
。

教
育
長

子
ど
も
た
ち
は

平
等
に
均
等
に
教
育
を
受
け

る
の
が
原
則
で
あ
る
。

農
林
課
長

各
地
区
で
検

討
し
て
も
ら
い
、
紹
介
は
で

き
な
い
。

川
内

こ
の
よ
う
な
工
法

等
に
中
山
間
地
直
接
支
払
制

度
等
の
交
付
金
が
利
用
で
き

る
の
か
。

農
林
課
長

集
落
協
定
の

取
り
決
め
内
で
使
用
で
き

る
。市

長

農
作
業
事
故
に
は

大
変
心
を
痛
め
て
い
る
。
委

託
す
る
よ
う
考
え
て
も
ら

い
、
そ
れ
に
対
し
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

轟
の
滝
公
園
整
備
は

今
後
ど
う
す
る

川
内

公
園
の
手
す
り
等

は
錆
び
た
状
態
で
ベ
ン
チ
等

も
古
い
が
、
改
修
の
考
え
は

あ
る
か
。

市
長

順
次
、
検
討
し
整

備
を
し
た
い
。

川
内

滝
見
橋
の
改
修
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

公
園

の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
橋
に
対
し
て
も
、

順
次
計
画
に
位
置
づ
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

▲防災対策を施したいため池

▲生活困窮者対策に取り組む自立相談支援センター
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合事業への移行で
サービスが変わるのか

変わらない

増田朝子議員
総
答

人
口
減
少
問
題

ど
う
す
る

生
田
健
児
議
員

雇
用
創
出
や
子
育
て
の

環
境
整
備
に
取
り
組
む

答

増
田

要
支
援
1
、
2
の

方
は
利
用
の
仕
方
が
変
わ
る

の
か
。

福
祉
課
長

平
成
29
年
度

か
ら
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
）通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
は
総
合
事
業
、
デ
イ

ケ
ア
や
福
祉
用
具
の
購
入
や

貸
与
は
今
ま
で
通
り
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
で
実
施
。

増
田

総
合
事
業
で
の
利

用
料
は
。

福
祉
課
長

人
員
基
準
が

変
更
に
な
り
、
利
用
料
が
安

く
な
る
。

増
田

生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
と
は
。

福
祉
課
長

嬉
野
市
を
全

体
と
し
て
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

い
る
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
地
域
で
考
え
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
い
く
。

増
田

こ
の
取
り
組
み
の

お
知
ら
せ
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

福
祉
課
長

班
回
覧
、
行

政
嘱
託
員
会
、
民
生
児
童
委

員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等

へ
の
広
報
、
行
政
放
送
う
れ

し
の
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
周
知
を
行
う
。

増
田

現
在
の
家
族
支
援

は
。福

祉
課
長

一
ヵ
月
5
千

円
の
介
護
手
当
、
介
護
者
交

流
事
業
（
交
流
会
や
研
修

会
）
介
護
相
談
、
在
宅
介
護

の
方
に
紙
お
む
つ
支
給
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

増
田

市
民
へ
の
お
知
ら

せ
は
で
き
て
い
る
か
。

福
祉
課
長

今
後
、
広
報

生
田

人
口
減
少
が
続
く

嬉
野
市
の
こ
れ
か
ら
を
、
ど

う
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

市
長

若
い
女
性
の
転
出

が
多
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、

雇
用
の
創
出
や
子
育
て
の
環

境
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

生
田

市
の
将
来
に
つ
い

て
の
不
安
を
払
拭
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

生
活
の
基
本
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
努
力
し

て
い
る
。
そ
う
い
う
点
で
は

是
非
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

生
田

効
果
的
な
人
口
減

対
策
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
。

市
長

健
康
福
祉
や
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て

い
く
。
若
者
の
嬉
野
市
内
へ

の
就
職
に
つ
い
て
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
る
。

生
田

結
婚
支
援
対
策
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
に

つ
い
て
は
。

市
長

現
在
の
成
婚
者
数

は
述
べ
37
人
で
あ
る
。
結
婚

支
援
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い

よ
う
毎
年
新
た
な
活
動
を
取

り
入
れ
な
が
ら
推
進
し
た

い
。生

田

福
岡
や
長
崎
な
ど

の
市
町
で
同
様
の
事
業
を
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
タ
イ

ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
。

市
民
協
働
推
進
課
長

今
後

の
検
討
課
題
と
し
て
考
え
て

い
き
た
い
。

生
田

当
市
に
移
住
さ
れ

た
方
が
言
葉
や
文
化
な
ど
で

戸
惑
う
こ
と
も
多
い
。
こ
の

よ
う
な
住
民
を
行
政
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

市
長

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
方
々
と
連
携
を
取
っ

て
も
ら
う
の
が
一
番
い
い
と

考
え
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス

被
害
防
止
対
策
は

生
田

市
役
所
に
お
い
て

現
在
、
ま
た
、
過
去
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

市
長

感
染
し
た
こ
と
は

な
い
。

生
田

個
人
情
報
の
保
護

対
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

「
嬉
野
市
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
を

定
め
て
い
る
。

生
田

こ
れ
ま
で
に
個
人

情
報
の
流
出
や
紛
失
等
は
発

生
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

発
生
は
あ
っ

て
い
な
い
。

▲市報に掲載された人口推移

１４
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業と観光の
マッチングを

タッグを組んで進める

山口 要議員
茶
答

を
し
て
い
き
た
い
。

増
田

介
護
者
が
高
齢
に

な
り
、
交
流
会
の
会
場
ま
で

い
け
な
い
の
で
送
迎
を
市
の

バ
ス
で
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長

検
討
は
し
て

い
き
た
い
。

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
と
人
事
問
題
に
つ
い
て

増
田

職
員
配
置
は
誰
が

決
め
る
の
か
。

市
長

最
終
的
に
は
私
が

行
う
。

増
田

有
給
休
暇
取
得
率

が
年
々
さ
が
っ
て
い
る
が
。

市
長

で
き
る
だ
け
取
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

増
田

人
材
育
成
基
本
方

針
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長

掲
載
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
掲
載
し
た
い
。

そ
の
他

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
つ

い
て

山
口

今
、「
日
本
茶
の

時
代
が
や
っ
て
き
た
」
と

か
、「
い
よ
い
よ
ブ
ー
ム
到

来
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
今
後
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

生
産

者
の
新
し
い
取
り
組
み
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
含
め
、
必
要

に
応
じ
て
可
能
な
範
囲
で
支

援
し
て
い
き
た
い
。

山
口

茶
業
ツ
ー
リ
ズ
ム

み
た
い
な
形
で
、
茶
業
と
観

光
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
旅
行

形
態
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

そ
の

こ
と
は
重
要
な
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
捉
え
、
茶
業

と
よ
り
一
層
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
進
め
て
い
き
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
ど
う
取
り
組
む

山
口

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
以
前
に
も
提
案
し

た
。
そ
の
後
の
動
き
は
ど
う

か
。企

画
政
策
課
長

聞
き
は

し
た
も
の
の
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
一
般
か

ら
の
資
金
調
達
）
の
取
り
組

み
は
で
き
て
な
い
状
況
だ
。

山
口

今
、
各
自
治
体
に

お
い
て
も
導
入
の
動
き
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
の

取
り
組
み
に
対
す
る
考
え

は
。企

画
政
策
課
長

民
間
事

業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、

い
い
仕
組
み
だ
と
思
う
の

で
、
今
後
、
ど
う
い
う
方
法

が
い
い
の
か
検
討
し
て
い

く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
は

山
口

総
務
省
は
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
見
直

し
を
求
め
て
き
て
い
る
。
今

後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。企

画
政
策
課
長

国
は
3

割
を
ラ
イ
ン
と
し
て
示
し
て

い
る
が
、
嬉
野
市
が
や
っ
て

い
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
つ
つ
か
れ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

人
口
減
対
策
に
取
り
組
め

山
口

現
在
、
嬉
野
市
は

転
入
よ
り
転
出
が
増
加
し
、

ま
す
ま
す
人
口
減
ス
パ
イ
ラ

ル
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長

こ
の
ま

ま
何
も
手
を
打
た
な
い
で
い

く
と
衰
退
し
て
し
ま
う
と
い

う
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

山
口

こ
の
大
変
な
状
況

の
中
で
、
新
た
な
施
策
と
し

て
「
孫
タ
ー
ン
」
や
「
お
試

し
移
住
」
を
検
討
し
て
は
。

企
画
政
策
課
長

先
行
自

治
体
に
問
い
合
わ
せ
を
し

て
、
情
報
を
得
て
い
き
た

い
。

▲観光とマッチングしたい茶つみ

▲健康増進に役立つストレッチ体操
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キャッチ各地の先進事例を

小中一貫校で研修
文
教
福
祉

常
任
委
員
会

嬉
野
市
の
観
光
の
施
策
を

さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
に
、

国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
観

光
部
に
お
い
て
国
の
観
光
振

興
施
策
の
考
え
方
と
今
後
の

方
策
を
調
査
し
た
。

委
員
会
の
意
見

国
は
、
観
光
産
業
を
革
新

し
、
国
際
競
争
力
を
高
め
、

国
の
基
幹
産
業
と
し
て
積
極

的
に
観
光
産
業
を
推
進
す
る

と
の
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、

地
方
都
市
や
温
泉
街
を
未
来

発
想
の
経
営
で
再
生
・
活
性

化
し
、
2
0
2
0
年
ま
で
に

世
界
水
準
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
全
国
で

1
0
0
形
成
す
る
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
観
光

地
再
生
や
フ
ァ
ン
ド
活
性
化

の
規
制
緩
和
な
ど
を
駆
使
し

民
間
の
力
を
最
大
限
活
用
し

た
安
定
的
・
継
続
的
な
「
観

光
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指

す
に
あ
た
り
、
資
源
の
発
掘

や
人
材
育
成
、
住
民
の
相
互

理
解
、
組
織
運
営
の
在
り
方

な
ど
課
題
が
多
い
。
特
に
観

光
施
策
に
つ
い
て
、
一
自
治

体
で
は
限
り
が
あ
る
の
で
、

観
光
協
会
を
中
心
と
し
て
広

域
で
の
連
携
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

今
後
は
、
国
へ
の
要
望
や

Ｐ
Ｒ
な
ど
ロ
ビ
ー
活
動
が
必

要
で
あ
り
、
温
泉
と
い
う
資

源
を
活
用
し
、
先
駆
的
な
観

光
地
を
目
指
す
様
々
な
施
策

が
必
要
で
あ
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
児
童
生

徒
数
も
減
少
し
て
い
る
。
学

校
の
適
正
規
模
や
適
正
配
置

な
ど
将
来
的
に
検
討
が
必
要

と
予
想
さ
れ
、
小
中
一
貫
校

を
開
始
さ
れ
て
い
る
多
久
市

教
育
委
員
会
に
出
向
き
、
そ

の
実
践
内
容
に
つ
い
て
調
査

研
修
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

多
久
市
で
は
将
来
的
な
人

口
減
少
を
見
据
え
、
小
中
一

貫
教
育
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
至
る
住
民
説
明

会
等
へ
の
労
力
は
多
大
で

あ
っ
た
が
、
今
後
ま
す
ま
す

深
刻
化
す
る
児
童
生
徒
数
の

減
少
と
い
う
問
題
に
対
し
て

は
、
必
然
的
に
小
中
一
貫
校

に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
う
実
情
で
あ
っ

た
。

今
後
の
方
策
と
し
て
は
、

義
務
教
育
学
校
（
9
年
制
）

と
し
て
新
体
制
に
取
り
組
む

た
め
に
、
地
域
住
民
と
相
互

理
解
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
膨
大
な
労
力
と
時

間
を
消
費
す
る
も
の
で
、

様
々
な
条
件
を
勘
案
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
現
在
、
吉
田

小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
多

久
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
に
向
け
て
拙
速

な
結
論
を
出
す
こ
と
な
く
関

係
当
局
や
地
域
住
民
の
間
で

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

総 務 企 画
常任委員会
国
の
観
光
施
策
を
調
査

▲多久市で研修する文教福祉委員会

▲国の観光施策の説明を受ける総務企画委員会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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産 業 建 設
常任委員会
水
質
問
題
を
視
察

市
民
が
生
活
す
る
う
え
で

安
全
で
安
心
で
き
る
水
道
水

の
安
定
的
な
確
保
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
水
質
の
汚
濁

を
防
止
し
正
常
な
水
を
確
保

す
る
た
め
に
水
源
を
保
護
す

る
条
例
を
策
定
し
て
い
る
西

海
市
の
視
察
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

西
海
市
の
「
水
道
水
源
保

護
条
例
」
は
水
道
水
源
の
水

質
を
守
る
た
め
に
汚
染
や
汚

濁
を
招
く
恐
れ
の
あ
る
事
業

に
対
し
規
制
を
か
け
る
も
の

で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
、
対

象
と
な
る
案
件
は
な
く
、
水

道
水
源
保
護
審
議
会
は
開
催

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
当
市
に
お
い
て
も
平
成

27
年
に
、
か
ね
て
よ
り
心
配

さ
れ
て
い
た
水
源
上
流
地
域

に
あ
っ
た
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
の
問
題
は
業
者
と
の
交

渉
に
よ
り
解
決
さ
れ
た
が
、

以
前
に
も
水
源
地
上
流
付
近

に
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
が

あ
っ
た
時
期
も
あ
る
。

水
資
源
の
保
全
は
、
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
課

題
と
考
え
る
。
西
海
市
の
条

例
は
水
質
の
汚
染
や
汚
濁
を

規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
加
え
森
林
の
乱
開
発

や
近
年
で
は
大
量
な
取
水
に

よ
る
水
源
の
枯
渇
に
対
す
る

問
題
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

嬉
野
市
も
水
源
の
保
護
に
関

す
る
条
例
を
県
と
も
協
議
の

う
え
で
速
や
か
に
制
定
す
べ

き
と
考
え
る
。

政
務
活
動
費
と
は

政
務
活
動
費
は
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
き
、
嬉
野

市
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

そ
の
使
途
目
的
も
厳
し

く
基
準
が
決
め
ら
れ
て
あ

り
、
調
査
研
究
そ
の
他
活

動
に
資
す
る
た
め
必
要
な

経
費
の
一
部
と
し
て
議
員

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
時
々

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
世
間
を

騒
が
し
て
い
る
の
は
、
政

務
活
動
費
を
誤
っ
て
使
用

す
る
議
員
が
い
る
か
ら
で

す
。
嬉
野
市
議
会
で
は
、

議
会
事
務
局
で
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
の
で
、
現
在
ま

で
問
題
は
生
じ
て
い
ま
せ

ん
。嬉

野
市
議
会
で
は
、
年

間
24
万
円
（
月
2
万
円
）

が
、
2
回
に
分
け
て
振
り

込
ま
れ
ま
す
。
使
わ
な

か
っ
た
政
務
活
動
費
は
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

領
収
書
は
必
ず
貼
付
し
ま

す
。議

員
活
動
に
は
、
幅
広

い
知
識
と
新
し
い
情
報
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
政
務
活
動
費
を

有
効
利
用
し
て
市
民
の
負

託
に
応
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

付託事件名
おもてなし観光振興
条例について

福祉問題について

農業振興について

調査レポートは9月議会号に掲載予定。

付託委員会名

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

産業建設常任委員会

（単位：円）
平成２８年度
1，295，315
705，457

0
1，244，863

0
0
0
0
0
0
0
0

3，245，635
4，320，000
1，376，315

＊詳細は市のホームページでも公開しています。

政務活動費の実績
平成２７年度

961，816
463，446

0
1，109，895

0
0
0
0

15，220
0
0

15，220
2，550，377
4，320，000
1，937，963

平成２６年度
929，072
1，012，952

0
1，105，891

0
0
0
0

137，544
88，704

0
48，840

3，185，459
4，320，000
1，276，562

平成２５年度
742，370
857，126

0
1，064，729

0
0
0
0

163，064
96，768

0
66，296

2，827，289
4，320，000
1，492，711

研究研修費
調査研究費
資料作成費
資料購入費
広 報 費
広 聴 費
人 件 費
事 務 所 費
その他経費
機器リース
接 続 料
消 耗 品
合 計
支 給 額
返 還 額

▲水質問題を視察する産業建設委員会

次
回
の
テ
ー
マ政

務
活
動
費

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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トピッ
ク
ス

議会視察相次ぐ
嬉
野
市
議
会
を
先
進
地
と

し
て
、
全
国
各
地
の
市
議
会

よ
り
視
察
研
修
で
来
訪
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
4
月

よ
り
平
成
29
年
7
月
ま
で
26

組
2
0
7
人
の
議
員
が
研
修

さ
れ
、
そ
の
後
、
嬉
野
市
に

宿
泊
さ
れ
る
の
で
、
観
光
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

で
は
議
会
改
革
問
題
、
議
会

広
報
編
集
委
員
会
で
は
議
会

だ
よ
り
編
集
関
連
の
対
応

を
、
他
市
議
会
と
違
い
、
す

べ
て
議
員
の
み
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
全
国
よ
り
視

察
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な

議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰
で

3
名
が
受
賞

永
年
議
員
と
し
て
嬉
野
市

議
会
よ
り
3
名
の
議
員
が
全

国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
在
籍
20
年
以
上
で
山

口
要
議
員
、
15
年
以
上
で
田

口
好
秋
議
長
、
10
年
以
上
で

芦
塚
典
子
議
員
で
す
。
今
後

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

私たち吉田中学校は、全校生徒52名の小さな
学校で、生徒会の活動方針は「チェンジ吉田中
～生徒が気付き・考え・行動する学校づくり
～」です。本部での新しい取組は「危険箇所再
点検」や「自学ノートコンテスト」です。「危
険箇所再点検」では、全校生徒に学校内にある
危険箇所をアンケートで答えてもらい、身の回
りにある小さな危険に気付き、安全面の意識を
高めてもらいました。「自学ノートコンテスト」
では体育大会が近づいている中でも学習を疎か
にしないように実施し、他の生徒の参考になる
優秀なノートを表彰しました。
他の各委員会でも「生活向上委員会」ではタ

イム席チェックや服装チェックなどを頻繁に行
い学校のルールが守られています。「JRC委員
会」では、ペットボトルキャップ集めで自動販
売機の横に回収箱を設置したり募金したお金が
どう使われているのかを発表したりしてボラン
ティア活動に取り組んでいます。
「食・健康委員会」では、給食センターの方々
に感謝の気持ちを伝えたり風邪などの病気の予
防法を発表したりと健康維持に努めています。
「文化委員会」では、先生方の感動した本の紹
介や図書祭を開いて、図書室の利用者数が増加
するように工夫を重ねています。
私たちは、これからも様々な事に取り組んで

いき吉田中学校を盛り上げていきたいと思いま
す。
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「
少
年
老
い
易
く
学
成

り
難
し
」
有
名
な
漢
詩
の

一
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

読
ん
だ
小
学
生
の
自
分
に

は
、
こ
の
先
の
人
生
の
途

方
も
な
く
膨
大
な
時
間
を

想
い
、
な
か
な
か
実
感
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

▼
そ
し
て
、
現
在
、
こ
の

詩
を
思
い
出
す
こ
と
が

年
々
増
え
て
く
る
。
振
り

返
れ
ば
後
悔
も
多
い
。
時

が
経
つ
の
は
な
ん
と
早
い

も
の
か
▼
「
一
寸
の
光
陰

軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
」
過
ぎ

去
っ
た
時
間
を
思
え
ば
こ

そ
、
こ
の
言
葉
を
痛
感
す

る
。
故
に
、
今
で
き
る
こ

と
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
を
考
え
学
び
挑
戦
し
て

い
き
た
い
▼
こ
れ
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
互
い

に
作
用
し
自
分
を
形
成
し

て
い
る
。
挑
戦
す
る
こ
と

に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
自

分
と
会
え
る
の
か
楽
し
み

に
し
よ
う
。

（
健
児
）

中
学
生
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声

チ
ェ
ン
ジ
吉
田
中

吉
田
中
学
校
生
徒
会
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宮
﨑
太
陽

人数
13
6
5
9
6
10
8
7
5
10
8
5
10
6
8
7
7
8
8
8
8
9
11
8
11
6

視察対応議会名
鳥取県鳥取市議会
佐賀県武雄市議会
栃木県佐野市議会
鹿児島県日置市議会
佐賀県鹿島市議会
福岡県八女市議会
鹿児島県出水市議会
福岡県福津市議会
栃木県足利市議会
群馬県渋川市議会
北海道余市町議会
和歌山県海南市議会
山口県光市議会
沖縄県名護市議会
宮崎県日向市議会
岡山県真庭市議会
福岡県大木町議会
長崎県西彼杵郡正副議長会
福岡県粕屋町議会
宮崎県えびの市議会
佐賀県伊万里市議会
栃木県塩谷町議会
北海道紋別市議会
福岡県大野城市議会
千葉県浦安市議会
宮城県亘理地区町議会議長会

日
15
19
26
22
6
19
27
10
10
11
17
26
4
22
10
19
27
24
9
16
21
16
18
27
6
19

月
4
5
5
7
8
8
10
11
11
11
11
1
2
2
5
5
6
10
11
11
11
1
1
6
7
7

年
27

28

29

★この印刷物は、１部あたり３７円でできています。

▲視察対応の状況

▲表彰された3氏
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